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２章　トライデント・プラウシェアズの組織概要

2.1 概要
トライデント･プラウシェアズ（TP）のメンバーは

個人誓約者（核の犯罪を阻止するための誓約書 ９

章 9.1 参照̶と、非暴力と安全のための誓約書 ９

章 9.2 参照̶に署名）であると同時にＴＰアフィ二

ティ・グループの一員でもある。現在の誓約者全員

の名前は巻末に掲載されている。

最大 15 名までの個人誓約者達がトライデント･プラ

ウシェアズ運動に不可欠な管理と実務の仕事を受け

持っている。これらのメンバーをコア・グループ（本

章 2.1.1 参照）と称する。各アフィ二ティ・グルー

プは半年に一度の代表者会議にそれぞれ１ ２名の

代表を送ることになっており、会議では合意によっ

て決議や問題解決が行われる。そこで取り上げられ

る問題には、誰をコア・グループに入れるべきか、

あるいは入れるべきではないかということも含まれ

る。電子メールディスカッションというものもあ

り、アドレスを持っているメンバーは誰でも無料で

参加できる。tp2000@gn.apc.org に電子メールを送

ればよい。この方法によって、いつ、どのように、

何をすべきかを議論し、なすべき決定を知らせ、問

題を提示し、誰でも情報交換ができ、お互いに影響

を与え合うことができる。

「誓約者の情報新聞 (pledgers Information

Sheet)」と呼ばれる１枚刷りの新聞がコア・グルー

プのミーティングが開催された後に定期的に発行さ

れ、誓約者全員に送付される。内容はコア・グルー

プのミーティング議事録やトライデント・プラウシ

ェアズで行われていることを広く知らせるうえで不

可欠な情報などである。「スピード･ザ･プラウ

(Speed the Plough：早く鋤を)」は不定期のニ

ューズレターで、1500 名以上の支援者を抱える広範

囲のネットワークに配布されている。

TP プロジェクトが進むにつれて、第１回の代表者会

議でいろいろなアフィ二ティ・グループからコア・

グループに対して、1998 年 8 月にクールポート

(Coulport)で開催する２週間にわたる初めての軍縮

キャンプを手伝って欲しいという要請があった。法

律と法廷に関する総合的なサポートを含めて食料、

救急用品、情報やメディア活動に対する最低限のイ

ンフラを提供して欲しいと依頼された。コア･グルー

プによるこの支援活動は継続され、現在では法的支

援チームを常設し、スコットランドとイングランド

の法廷に出廷する活動家を支援するとともに、法的

防衛についての助言を与えている。コーントンベー

ル刑務所(Cornton Vale )支援グループは、コー

ントンベール刑務所で服役中の女性達を支援してい

る。プレスチームは各アフィ二ティ・グループが地

元で行っている地域的なプレス活動と協調してうま

く機能している。新たに支援を申し出る人が増える

につれて、もっと多くの支援や活動が実現するだろ

う。

個人あるいはアフィ二ティ・グループがトライデン

ト・プラウシェアズ全体に対して提案や構想がある

場合は、別のメンバーやアフィ二ティ・グループと

連絡をとったり、ミーティングを召集したりして議

論の口火を切り、構想に対する合意を築き上げるこ

とができる。これまでコア・グループは必然的にキ

ャンペーン全体について、毎日多くの決定を下さざ

るを得なかった。もし TP 誓約者あるいは TP アフィ

二ティ・グループがコア・グループのメンバーの仕

事に不満がある場合は、コア・グループに対して、

あるいは半年に一度の代表者会議で、または直接個

人誓約者全員と全アフィ二ティ・グループに対して

その問題を提議することができる。私たちはできる

限り合意の上で活動するようにしている。提案され

た行動あるいは決定に対して重大な異議が唱えられ

た場合、合意が得られるまでは実施しないというの

がコア・グループのこれまでの方針である。全体の

枠組みと譲ることのできない基本原則は、運動がス

タートした時点で既に決定されている。しっかりと

一貫性のある運動をどのように実行し発展させてい

くかということを議論している。しかし活動をとも

にしているすべてのグループの合意が必要な重要決

定事項もある。たとえば、対話と交渉チームが政府

とミーティングをもつようになった場合、さらに私

たちの要求のいくつかが通った場合、私たちは非武

器化行動を中止するかどうかを決定しなくてはなら

ない。この決定は誓約者全員との協議や意見をもと

に合意の上で下される。同様にいつ、どのように TP
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運動そのものを中止するかという決定も必要になっ

てくるだろう。TP 運動は当初 2000 年 1 月 1 日を期

限としていたが、その時点で誓約者達が TP を継続す

べきだと決定した。この決定は毎年見直されている。

2.1.1. コア・グループ
最初のコア・グループは６名で構成されており、も

ともとは 1997 年 6 月にいろいろな平和ネットワー

クに向けて発信された初期概要説明（ Initial

Explanatory　Briefing）に賛同した人の中から進ん

で名乗りをあげた人達の集まりだった。1998 年 5 月

にキャンペーンを公に打ち出す前の初期の段階では、

このコア・グループは「損壊罪の共謀」あるいは「当

局が介入してくる可能性のある罪」に問われる危険

をいとわず公然と責任のとれるトライデント・プラ

ウシェアズ活動家のみで構成されていた。

初期のコア・グループはハンドブック、ビデオ、チ

ラシの製作と、非暴力と安全のためのワークショッ

プの立ち上げに従事していた。彼らは合意の上で活

動し、他の平和活動家達にも広く助言を仰いでいた。

その後に TP に参加した人達には十分に検討された一

貫性のある運動が提示された。主要なルールはすで

に決定されていてそれらを変えることはできない。

最初のハンドブックには全体的な枠組みが説明され

ている。今回の新しい版は TP の展開に伴って加筆さ

れているが、スタート時に決定された基本ルールの

範囲を超えるものではない。

現在のコア・グループは、TP キャンペーンの目的達

成のために実務的な面と管理的な面の業務を共に遂

行できると考える 13 名によって構成されている。コ

ア・グループは合意の上で決定を下す。コア・グル

ープへの参加を希望する TP 誓約者は現在のコア・グ

ループに申請することができ、コア・グループは申

請者がどれ位働けるかに基づいて決定する。

現在のコア・グループのメンバーと電子メールアド

レスは以下の通りである：

モラグ・バルファー(Morag Balfour)

mo@mbalfour.freeserve.co.uk

シルビア・ボイズ（Sylvia Boyes）

robinandsylvia@yahoo.co.uk

マギー・チャーンレー（Maggie Charnley）

mcharnley@freenet.co.uk

アリソン・クレーン(Alison Crane)

alison.crane@ntlworld.com

ジェニー・ガイアウィン(Jenny Gaiawyn)

mia_kat@yahoo.com

カースティ・ギャザーグッド(Kirsty Gathergood)

-

アンドリュー・グレイ(Andrew Gray)

andrew@andrewgray.uklinux.net

ヘレン・ハリス(Helen Harris)

coney@gn.apc.org

デビッド・ヘラー(David Heller)

d.a.heller@geo.hull.ac.uk

サラ・レズンビー(Sarah Lasenby)

sarahlasenby@breathmail.net

デビッド・マッケンジー(David Mackenzie)

davidmc@enterprise.net

ジェーン・タレンツ(Jane Tallents)

janejim@gn.apc.org

ブライアン・クェール(Brian Quail)

bb_lovenest@yahoo.co.uk

最新の住所と電話番号は下記宛てに請求すること：

デビッド　Tel.01324 880744

2.1.2 キャンプでの協力
TP キャンプに参加するアフィ二ティ・グループは食

料、キャンプ用品、あるいはメディア用の備品を自

給するというのが最初の計画だった。現在はこうい

った業務は中央で統括する構造になっており、メン
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バーは核兵器廃絶活動に専任できるようになってい

る。しかしながらそれはそれぞれの業務に貢献して

いる全ての人達のおかげである。

2.2 銀行口座
「トライデント・プラウシェアズ」名義の口座が開

設されており、コア・グループが管理している。全

員無償で働いている。コア・グループで働いている

人を含め各活動家は誓約者になったときに 10 ポンド

（約 1800 円）寄付することになっている。寄付は大

歓迎である。資金はキャンペーンの運営にまわされ、

このハンドブックやビデオの製作費用、電話等の通

信費に当てられる。

大部分のアフィ二ティ・グループはそれぞれの財政

を自分達で賄っている。各グループは旅費や通信費

を捻出するために資金を集める必要がある。また「ア

フィ二ティ・グループ支援基金」が設立されている

ので、資金調達が困難なグループは申請すれば利用

できる。「法的支援基金」と「収監者支援基金」も

設立されている。事務局あるいはコア・グループを

通して申請できる。

2.3 非暴力と安全のためのガイドライン
非常に緊張した状況下で大勢の人達と一緒に活動す

るので非暴力の訓練が絶対に必要である。中には 400

人から 500 人が現場にいた封鎖もあった。最大限の

核非武器化活動を計画しているグループの中には、

非常に有毒で放射性のある核を装備した強力武器シ

ステムの武装解除を企てているものもある。したが

って安全への配慮がきわめて重要な問題なのである。

トライデント・プラウシェアズの正式なメンバーは

全員２日間の非暴力と安全のためのワークショップ

に参加しなければならない。このワークショップに

はグループ単位で申し込み、アフィ二ティ・グルー

プの一員として参加するのが理想である。全員がア

フィ二ティ・グループに属していなければならず、

自分自身を積極的なサポーターと定義するにしろ、

積極的な核兵器廃絶活動家と定義するにしろ「核の

犯罪を阻止するための誓約書」に署名していなけれ

ばならない。アフィ二ティ・グループの枠内で活動

しているサポーターの危険は非常に少ないものの、

全員が準備を怠らないことが賢明である。それはま

たサポート活動の本質を認識することでもある。つ

まり皆が自分のできることをやり、関与している者

同士がお互いに対して責任をもつ。仕事はどれも等

しく重要ですべての任務がきちんと全うされなけれ

ばならず、お互いがそれらの仕事を認め、尊重しな

ければならない。

ワークショップは一貫性をもっている。各グループ

は同じ題材を扱う。都合がよければ複数のアフィ二

ティ・グループが同時に同じワークショップに参加

することもできる。今後の仕事についての助言を得、

準備すべきことについての知識を獲得し、必要なら

ば、後から再びファシリテーターの助けを要請する

ことができる。コア・グループは、各アフィ二ティ・

グループと連絡を取っている。コア・グループは、

ファシリテーターとグループとの話し合いに基づき、

そのグループをトライデント・プラウシェアズのア

フィ二ティ・グループ（本章 2.6）として登録するか

どうかを決定する。これは国家当局、テロリストま

たは暴力的な人などの潜入を防ぐために最も必要な

安全対策である。

トライデント非武器化行動によって、自分自身や他

の人を傷つけないように、あらゆる予防策を講じて

おかなければならない。同時にまた責任の重さは認

識する必要はあるが、そのために行動力がそがれる

ようなことが、決してあってはならない。軍が責任

ある乗組員の管理を確実に行えるのと同様、私たち

にも責任をもって核兵器廃絶行動を確実に実行する

組織を作り上げる力がある。実際のところ、ドラッ

グの使用と常に核戦争の瀬戸際に立たされているス

トレスで「自制心を失っている」軍の隊員に関する

調査を考慮すれば、私たちの方が優れた仕事ができ

るようにさえ思える。

私達の活動やキャンプの中には誓約書に署名してい

ない人が参加できるものもある。そういう機会を利

用して、新しい人がアフィ二ティ・グループに入っ

たり、グループを作ったりする可能性を探り、訓練

を受けることができる。このような人達は短期間の

非暴力と安全に関する半日ワークショップに参加し、

譲ることのできない基本原則を含む非暴力と安全の

ための誓約書に署名することができる。
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非暴力と安全に関する７つのガイドラインがト

ライデント・プラウシェア

ズの基本原則であり、譲る

ことのできないものである。

それらは、世界中の非暴力と

いう考えと行動に基づいてい

る。これらのガイドラインを

受け入れられない人に、この

運動は向いていない。すべて

の活動家はそのガイドライン

を十分に検討して、署名する

かどうかを決めるべきである。ガイドラインを尊重

し、非暴力と安全のための誓約書（9 章 9.2）に署名

した活動家だけが参加できる。各アフィ二ティ・グ

ループは、独自の基本ルールを付け加えたいと考え

るかもしれない。ガイドラインの特徴は、相手側を

含め活動に関与しているすべての人々に対する敬意

と配慮である。つまり、人を傷つけ、損害を与え、

品位をおとしめることを、徹底的に拒否するという

ことである。苦しみが避けられないものなら、活動

家は、他人に苦痛を与えるより自分自身で引き受け

ようと考える。相手の人間性に訴えるということと、

一方の側からのみの真実など有り得ないという認識

が盛り込まれている。手段は目的を達成するための

ものであるから、手段と目的が矛盾してはならない

という考えに立っている。

私たちの基本原則に矛盾する行動を、いくつか挙げ

てみよう。放火は決してやってはならない。たとえ

ばラグビーのタックルの様に警備員を手荒く扱って

もいけない。設備や機械類に損害を与えることは私

たちの行動の一部であるが、人

の身を危険にさらすような方法

をとってはならない。複合的ト

ライデント核兵器システムの一

部である設備だけを標的にすべ

きである。

各活動家とアフィ二ティ・グル

ープは、全ての人の安全を確保

するために、自分達の非武器化

行動の結果として起こり得るこ

とを、十分に時間をかけて検討すべきである。基地、

事務所、潜水艦などへの出入りに際しては緊急の場

合に備えて、少なくとも一本の安全なアクセスルー

トを確保しておくべきである。破損したガラスや切

断面には印をつけて、人の注意を喚起するために張

り紙を貼っておかなくてはならない。突き出してい

たり落ちたりしたものが人をけがさせたりしないよ

うに、壊れた部分は、安定した状態にしておかなけ

ればならない。

私達の行動すべてに優先する原則は愛である。すな

わち、生き物は絶対に傷つけてはいけないし、常に

穏やかに自制心を持って行動しなければならない。

┘

Thich Nhat Hanh
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活動家はアフィ二ティ・グル
ープの一員であり誓約書に署
名しており、コア・グループ
に登録されていて非暴力と安

全のためのワークショップに参加した者
でなければならない。

私達の活動はオープンで公開
されるという理念に基づいて
いる。
私たちがその一端をにない、日々改善

のために闘っている民主主義においては、誰もが他

人の行動に疑問を投げかけたり、批判する権利をも

っている。そのため質問に答えたり、行動に対する

責任をとる人間が必要である。したがって私たちは、

自分達のアイデンティティを隠すために仮面をかぶ

ったり、警察から逃れようとしたり、行動を完全に

秘密にしたりはしない。核兵器廃絶の計画や企画は、

秘密にするかもしれない。しかし、一度行動を起こ

したら、活動家達は自分達の行動の全責任を負うた

めに現場に留まるだろう。

私達は誠実な態度で接し、遭
遇する人達に敬意を払う。
道徳をふりかざしたり、警察や防衛に

従事する人など接触をもつ人達を口頭

で攻撃することで、不必要な分裂を生じさせたくな

い。適切であると判断すれば、彼らを丁重に話し合

いに引き込む。すべての人間には無限の価値があり、

私たちと対等であるばかりでなく、核兵器廃絶プロ

セスにおける同盟者なのである。いつか核兵器廃絶

が実現した時には、今私たちが挑戦している政策や

措置を施行している当局や部署の担当者が、正式な

核兵器廃絶プロセスを現実に遂行する担当者になる

かもしれないのである。彼らが実際に核弾頭を撤去

し、安全な倉庫に保管し、ミサイルを米国に返還し、

潜水艦を廃船にして私たちが着手した核兵器廃絶プ

ロセスを完遂する担当者になる可能性があるのだ。

いかなる個人に対しても身体
的暴力や言葉による陵辱を行
使しない。
暴力には身体的暴力と心理的暴力があ

り、「いかなる個人」という表現には

私たち自身も含まれる。緊迫して圧力のかかった状

況では、スローガンを叫ぶことさえ脅迫的で攻撃的

と見なされることもある。状況を判断して、適切な

行動をとらなければならない。私たちに対して暴力

を振るう人はいないと仮定しているので、防衛上の

装備はしていない。所有物を破壊することを暴力的

であると考える人もいるが、私たちは平和的で安全

な破壊や本質的に暴力的な所有物を取り壊すことが

暴力的行為にあたるとは考えていない。実際、それ

は平和的で、必要で、責任ある非暴力行為であると

考える。

武器は持たない。
核兵器廃絶のために私たちが携帯す

る道具は、いかなるものも人を脅か

すような方法で使用してはならない。

たとえば警備員が私たちの方にやって来たら、道具

をおいて空っぽの手を広げて見せればよい。

トライデント・プラウシェア
ズキャンプや活動にアルコー
ルやドラッグ（医療目的以外
で）を持ちこまない。キャン

プに宿泊している時や活動に参加する予
定の時に上記の物を敷地外で消費するこ
とも含む。
註：キャンプから離れたところでアルコールやドラ

ッグの使用が認められているイベントに参加する人

は、キャンプから出て、これらの物質の効果がすっ

かり消えるまでキャンプには戻らないことを約束し

て署名する。

これはトライデント・プラウシェアズのすべての集

会に適用されるルールである。ゆえに、参加者全員

が安心感を得ることができる。警察がやって来たと

しても、彼らもまた、私たちを信頼できるのである。

誓約書にこの項目があるのは、安全と非暴力を確実

にするためだけであり、これらの物質一般について、

あるいは人々のライフスタイルについて何らかのコ

１

３

２

４

５

６
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メントをするものではない。

活動に関する色々な取り決め
をすべて尊重する。
このハンドブックにある非暴力と安全

のためのガイドラインは、運動全体に

適用され、それらは譲ることのできない基本原則で

ある。しかし、活動を進めていくうちに必要となる

決議や取り決めは半年に一度開催される代表者会議

などで協議される。

2.4  

非暴力抵抗運動においては、政府当局がリーダーと

みなした者や、手当たり次第に何名かを連行して、

キャンペーンの成功を阻止しようとすることがよく

ある。深刻な法的制裁に脅かされる者はほんの数名

であり、それも実刑にはならないだろうが、最終的

な結論が出るまで数年を要することもある。その間、

サポーター達が意気消沈したり、怯えてしまって確

信をもてなくなり、士気を失うという結果を招くこ

とがある。

こうしたキャンペーンでは、情報が数名の人に握ら

れている場合が多いが、そのような場合、誰かキー

パーソンが「抜けた」（たとえば公判審理のために

身柄を拘留されたりして）時に、キャンペーンにと

って必要で重要な情報が欠落してしまう危険性があ

る。また、数名の人だけが情報を握っていると、他

の人達は十分に関与あるいは参加しているとはいえ

ず、不健全な権力構造が生まれてしまう。

こういった問題を避けるためには、全員がすべての

関連情報を把握しているようにしなければならない。

いかなる場合にも、プラウシェアズ活動は完全にオ

ープンでなくてはならず、参加者全員、警察、裁判

所、政府当局などと情報を共有するようにしなくて

はならない。私たちに隠すべきものは何もなく、国

際法を支持し、人間としての倫理をふまえて行動し

ようとしている。このハンドブックは、組織や意思

決定についての情報のみならず、技術上および法律

上の情報をも共有するという、私たちの姿勢を示す

一つの例でもある。誓約者全員が、トライデント・

プラウシェアズに参加しているすべての人の名前と

住所の最新リストを持っている。トライデント・プ

ラウシェアズの活動家には、積極的サポーターと積

極的核兵器廃絶活動家が含まれる。もしコア・グル

ープが謀議の罪で拘留された場合（極めて稀ではあ

るが起こりうる）、他の活動家達は互いに連絡を取り

合って新しいコア・グループを決定し、そのグルー

プと共に活動を進めていく。私たちにリーダーはい

ない。自発的にやりたいと思う人達だけでいろいろ

な仕事をコーディネートする。このハンドブックに

掲載されていない情報が欲しい人は、コア・グルー

プの現メンバー(本章 2.1.1)に連絡して欲しい。ウェ

ブサイトでは定期的に最新情報を掲載している。

私たちは、平和的な軍縮行動に従事している地球市

民という仲間として互いに完全に共同の責任を負う

という実験を試みている。個人の能力に応じて互い

に責任をもち、平和なプラウシェアズ活動によって

もたらされる個人的および法律的結果は、どんなも

のでも共有しようとしている。各アフィ二ティ・グ

ループは、共同責任のコンセプトを研究し、どのよ

うに解釈するかを決めなければならない。およそ半

年に一度開催される各種の代表者会議で互いにチェ

ックすることができる。会議の議事録は誓約者全員

に送付される。トライデント・プラウシェアズの総

合的な決定は、これらの会議で行われ、各グループ

は代表を一名送らなければならない。そうでなけれ

ばコア・グループだけが決定権を握ることになり、

それは誰にとっても不公平である。

政府当局は、大部分の人がすぐに疲労して、粘り強

くやり続けないということをよく知っている。共同

抗議を続け、互いに助け合い、何度逮捕されても常

に活動に復帰するような活動家には慣れていないだ

ろう。抗議運動をする人達はたいてい一度逮捕され

ると止めてしまう。願わくは投獄されるまで活動を

続けたいものである。私たちは真剣に核兵器を廃絶

することを考えている。これは一日限りのデモンス

トレーションではなく、核兵器システムを廃絶する

ためのグループとしての共同の企てなのである。私

７
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たちはプラウシェアズ活動に献身的に参加し責任を

負うという約束をし、それぞれが数年間の投獄の可

能性（非常に稀ではあるが）を受け入れたのだ。つ

まり私たちには、非常に並外れた高度な責任をグル

ープとして負う可能性があるということである。し

たがって、当局は私たちの活動にいかに対応するか

という対策を練る際には、このことに留意しなけれ

ばならないだろう。当局の決定がいかなるものであ

っても、私たちは核兵器廃絶に向けて自分の本分を

尽くす。英国の刑務所に数百名のプラウシェアズ活

動家が収監される映像を見た一般民衆によって、核

兵器廃絶のために最終的に必要な圧力がかけられる

ことを願う。

共同責任についてはよく検討する必要がある。共同

責任とは道徳的責任を負うということなのか、それ

とも罰金や賠償金の支払いにおいても助け合うとい

うことなのか？個々のアフィ二ティ・グループは数

百ポンド(数万円)にしかならないような最小限の損害

しか出さないことを選択しているが、数百万ポンド

(数億円)にも相当する損壊の賠償金を支払う責任をす

べてのグループが負うということは論理的に説明で

きるのか？たとえ刑務所に何人入ることになろうと

も、それぞれのグループの最も重要な貢献はできる

限り核兵器廃絶運動を継続していくことなのだろう

か？もし数名が連行され起訴されたら、残りのもの

は出廷して、ひっきりなしに立ちあがって、国際法

を遵守したことにより自分達も有罪であると言い続

けて、法廷を混乱させ、法廷侮辱罪に問われるよう

な行為をするべきか？法廷あるいは刑務所を封鎖す

べきか？あるいはもっと核兵器廃絶運動に力を注ぐ

べきか？これらすべての選択肢について熟慮検討し、

グループで議論できないだろうか。あなたのグルー

プは、基本原則の範囲内であれば自主的に決定がで

きるということを忘れないように。

2.5 プラウシェアズ活動家/誓約者
プラウシェアズ活動家は口頭で、またはチラシや「ト

ライデント･プラウシェアズに参加しませんか」(9 章

9.10 参照)を使用して募集している。適当な場所と思

えばどこでこれらを配ってもよい。新しくプラウシ

ェアズ活動家になった人で自分のアフィニティ･グル

ープを持っていない人や、地元でグループを組むこ

とのできない人には、私たちがアフィニティ･グルー

プを探してそこに入ってもらうようにしている。私

たちはアフィ二ティ・グループごとに活動するよう

強く要請する。お互いが十分に知り合える小さなグ

ループは、必要とされる緊密なサポートを提供しあ

えるし、警察の囮（おとり）が潜入しにくく、各グ

ループは自主的に活動し状況の突然の変化に容易に

適応できる様にしておくべきだからである。

コア・グループは一定量の総合的サポート（組織全

体の綿密な計画の検討、資料の作成、大規模集会の

世話、国内および国際的なプレス活動、警察組織の

監視、公判の傍聴、情報共有の拠点としての活動な

ど）を提供してはいるが、それにもかかわらず、中

央集権的で権威主義的な組織構造をつくるための資

金もリソースもなければ、つくろうという気もない

のである。そのような構造は第三者によって簡単に

壊されてしまうし、メンバーの能力を十分に発揮さ

せることにもならないであろう。各アフィ二ティ・

グループは独立していて、独自の個性を育てていく

ことができる。コア・グループが行っていることは

一般的な枠組みを提供し、プロセスを容易にして、

アフィ二ティ・グループのメンバー全員がトライデ

ント・システムの廃絶に向けて、共に力強く行動で

きるようにしていくということだけである。多様性

がありながらも細心の、そして熟慮された協力体制

が私たちの組織の強みである。各アフィ二ティ・グ

ループがそれをできる限り良いものにしていくだろ

う。私たちは皆、そうする責任がある。もし組織の

中心的基礎構造が崩壊したとしても、自立した自治

権のあるアフィ二ティ・グループがその後を引き継

いでいくであろう。

コア・グループはトライデント・プラウシェアズに

参加する個人やアフィ二ティ・グループを選びその

決定に関して最終的責任を負う。決定に関する助言

は、各個人や各アフィ二ティ・グループが行うし、

各ワークショップ終了後にコア・グループに対して

推薦をする非暴力と安全のためのワークショップの

ファシリテーターも助言を行う。少なくとも、１名

のコア・グループのメンバーが各アフィ二ティ・グ

ループと連絡をとり、そのグループ専属の連絡役と

なる。これは率直に意見を交換し、隠し事のない極
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めて理にかなったオープン・プロセスの一つの形で

ある。つまり囮やテロリストを排除し、そのアフィ

二ティ・グループが不審を感じるような人を入れな

くてすむように手助けする手段である。参加しよう

とする人達の行動力を奪うものではなく、私たちの

行動が、できる限りの責任を負う安全なものである

ということを、純粋に確かめるための手段である。

個人とグループはいつでもトライデント・プラウシ

ェアズ（ＴＰ）に参加できるが、すべての人は、以

下の条件を満たして初めてＴＰ活動家として承認さ

れ、登録される。

・非暴力と安全のためのワークショップに参加

した。

・ファシリテーターの推薦を受けた。

・非暴力と安全のための誓約書に署名した。

・核の犯罪を阻止するための誓約書に署名した。

2.6 アフィ二ティ・グループ
トライデント・プラウシェアズの各アフィ二ティ・

グループは 3 人から 15 人のプラウシェアズ活動家で

構成され、彼らは、核の犯罪を阻止するための誓約

書と非暴力と安全のための誓約書に署名した上で、

核兵器廃絶運動に従事している。アフィ二ティ・グ

ループは少人数なので議論、参加、サポートがより

スムーズに機能する。規模の大きいグループでは数

名の人によって支配される傾向にあり、議論から取

り残された人達は、要求が叶えられなかったり、平

等に貢献できないことがよくある。

アフィ二ティ・グループは、その組織の性質から多

様なスタイル、信仰、信念や文化を開花させること

ができる。自分が参加したい、あるいはつくりたい

アフィ二ティ・グループの種類を熟慮すべきである。

さまざまな信仰や国籍をもつ人達のグループがあり、

特定の宗教や精神的側面に焦点を絞ったグループも

あれば、国際的なアフィ二ティ・グループもある。

演劇や音楽を中心にしたり、曲芸の訓練を受けたア

フィ二ティ・グループもある。古い友情の輪や、単

純に地理的な条件に基づいたグループもあるだろう。

希望すれば、身体障害者、おばあさん、良心的兵役

拒否者、退役軍人、年金生活者や科学者達のための

特別なグループもつくれるだろう。英国以外の国に

ベースを置くグループや、平和や環境問題、あるい

は人権運動をベースにした特別なグループもあるだ

ろう。

アフィ二ティ・グループがどんな性質をもっている

かによってプラウシェアズ活動を行う方法やキャン

ペーン全体に何を提供できるかが決まってくるだろ

う。たとえば、人を楽しませる才能のあるグループ

は、私たち全員を楽しませてくれるだろうから、大

部分のグループが逮捕された後でしか自分達の核兵

器廃絶運動を行わないようにする。精神的、宗教的

側面に焦点を絞っているグループは、行動を起こす

前あるいは行動の最中に信心深い雰囲気を全ての人

に提供できるだろう。特殊な曲芸の技能をもってい

るグループは、他の人が基地に進入できるよう手を

貸してくれるかもしれない！

紹介された、あるいは自ら参加したアフィ二ティ・

グループに溶け込めない人は別のグループをさがす

ためにコア・グループと連絡をとるべきである。こ

れは個人の失敗でもなくグループの失敗でもない。

アフィ二ティ・グループはとても個人的なものなの

で、メンバーの組み合わせが最良の結果にならない

こともある。このことを認識して他のグループをさ

がすのが最も良い方法である。きっと、誰もが気の

合う仲間を見つけて、それぞれに特別の場所を確保

するようになるだろう。

グループで非暴力活動を行うには、徹底した綿密な

準備が必要であり、グループの一人ひとりが何をも

って暴力的であるとみなすかを議論することは必須

である。外部のファシリテーターと一緒に準備をす

ることも役に立つことが多く、非暴力を研究する２

日間のワークショップの手伝いを「ターニング･ザ･

タイド（Turning the Tide：流れを変える）」に依

頼したのもそのためである。すでに数年間活動して

いるグループもさらに理解を深めるために、そして
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非暴力についてさらに研究するために、ファシリテ

ーターを要請するよう奨めている。常によく考え、

反省し、そして発展していくことが強く求められる。

2.6.1 非暴力と安全に関す
るワークショップ
各アフィ二ティ・グループは、訓練

を受けた２名のファシリテーターが

指導する２日間のワークショップに

出席する。これらのワークショップ

の目的は、トライデント・システム

を非武器化する際の非暴力と安全に

関する問題を研究し、個人とグループがどのように

関与していくかについて準備することである。ＴＰ

活動家全員がワークショップで同じような体験をす

ることを目指している。ワークショップではロール

プレイなどの色々なテクニックが紹介される。ワー

クショップの内容には以下のものが含まれる。

トライデント・プラウシェアズに対する理解を共

有する。

非暴力の意味するところを研究する。

個人の恐怖と限界。

個人およびグループのコミットメント。

グループにおける意思決定と力関係。

グループの維持とトライデント・プラウシェアズ

への参加の準備。

非暴力と安全に関するワークショップはワーク

ショップ申込書の受領後に手配される。ワーク

ショップに申し込むためとファシリテーターの

準備を助けるために 9 章 9.3 にある申込書に記

入する。申込書がさらに必要なら、下記にて入

手できる。

Trident Ploughshares, 42-46 Bethel St.,

Norwich, NR2 1NR.

　　　　　　　

2.6.2  グループのプロセス
アフィ二ティ・グループにおけ

るプロセスは、完璧な人間など

いないのだから注意深く見守る

べきである！　定期的にミーテ

ィングを行い、お互いによく理

解しあうようにすることが賢明である。準備のため

には、最初は月一回の週末ミーティングまたは週一

回の夜間ミーティングが必要だろう。お互いによく

わかってきたら、それほど頻繁にミーティングを開

くことはないが、それぞれのミ

ーティングでは次に挙げる役割

のいくつかを毎回必ず違う人が

受け持つようにするとよいだろ

う。それによってプロセスを観

察できるし、手に余るような言

動になる前に、問題を提起する

助けにもなる。交代で担当する

ことで、各人がグループの行動

のさまざまな側面を体験し、グループを強化するこ

とができる。

次のような役割がある。

ミーティングのファシリテーター：ミーティン

グの前にグループのほかのメンバーとアジェンダ

を綿密に組み立て、グループがアジェンダに入っ

ている議題に集中できるようにする。ファシリテ

ーターは議長と次の点で異なる。議長は積極的に

グループ全体と権限を共有し、グループ独自の意

思を見いだし、各メンバーが現実に起こっている

ことに対して責任を分かちあえるように、グルー

プに対して継続的に統制力を発揮する人物である。

ヴァイブ(雰囲気)・ウォッチャー：表面に現れ

ない感情的な動きを観察し、もしそれがグループ

プロセスに影響を与えているようであればグルー

プに反映させる(みんなに明らかにする)。たとえば、

もめごとを敏感に察知し、グループの助けを得て

調停する。あるいはグループに疲れが見えたらす

ぐに休憩をとるかゲームをするように提案する。

イズム・ウォッチャーあるいはオプレッション

(抑圧)・ウォッチャー：人種差別、年令差別、性

差別やその他の権力闘争の存在に気付いたらグル

ープに問題を提起する。特別な配慮を必要とする

人に対して、十分心配

りがされているかどう

かにも注意を払う。た

とえば提案された身体

訓練がある種のハンデ

ィキャップをもっている参加者には無理だという

点にも注意すべきである。

「自分達でやったんだ」という声がきけた

ら、そのリーダーシップは最高である。

　　　>　　　　　　　　　　　　　　老子
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タイムキーパー：全員集中し、アジェンダがきち

んと消化されるようにする。ミーティングがビジ

ネス志向であると同時に、いつも楽しくあるよう

に必ず社交タイムを入れることを忘れずに計画す

る。

書記：決定事項を記録し、決定の内容を知らせる

ために全員に議事録を１部ずつ渡す。

2.6.3 合意による意思決定
意思決定は重要であり、各グループが合意の上で活

動することが望ましい。投票による意思決定は少数

派に不満と敗北感が残る：妥協案は誰の意見も通ら

ないということなので全員に不満が残る。一方、合

意による意思決定は各自の最善の考えを組み入れて

それぞれの構想の統合を促すはずである。

合意は受け身や支配的態度によって簡単に損なわれ

るので、合意の形を取るならば、参加者全員が合意

に向けて心を尽すべきである。意見を明確化してま

とめ上げ、合意の範囲を探るためには、強力に、だ

が中立の立場でまとめていくことが必要である。合

意による意思決定は、迅速なまたは効率の良い意思

決定方法ではない。非常に時間がかかるし、人数が

多くなればなる程非効率的になる。したがって、ど

のような場合にも適する方法というわけではない。

アフィニティ・グループは、迅速に処理しなければ

ならない決定の場合には別の方法を採用することに

ついて、同意を得ておく必要がある。

合意による決定は、全員がそれをグループとメンバ

ーにとって正しいことであると、進んで認める場合

にのみ実施される。たった一人でも決定を妨げるこ

とができるが、それが最終的にはより良い決定へと

導いてくれることもある。この「拒否権」は控えめ

に責任をもって使うように注意すべきであり、不賛

成の場合は常に代替案を出すことが望ましい。グル

ープの個々のメンバーがプラウシェアズ活動に関係

する責任を取り、危険を冒すことになる場合には、

合意による意思決定が特に重要である。自分達を数

年間刑務所に閉じ込めることになるかもしれないよ

うな議案に対して、誰一人投票で負けることがあっ

てはならない。たとえ長時間を要しても、グループ

の全員が 100％気持ちよく受け入れられる決定でな

ければならない。一度決定されたら、全員がそれを

支持しなければならない。

「ゴー・ラウンド」と「トーキング・スティックス」

（本章 2.6.4）は、合意による意思決定を補助するツ

ールである。全員が合意の内容をはっきりと理解で

きるように決定や提案

を、明確に簡単な言葉

で述べることが不可欠

である。複雑な決定は、

より単純で扱いやすい

決定に分解すれば相違

点や賛同できない点が

分かりやすくなる。

大規模なミーティング

では、合意による決定

をするために「フィッ

シュボウル」というテ

クニックを使うことがある。各アフィ二ティ・グル

ープの代表は、後方にグループのメンバーを従えて

円形に座る。議論は代表者のみで行われるが、全員

がそれを聴いている。必要ならばすべてのアフィ二

ティ・グループがそれぞれの代表を呼び戻して議論

し、決定してから代表が再び輪に戻る。代表者グル

ープによる話し合いも、アフィ二ティ・グループ同

様合意によって進められる。かなり大きなグループ

の場合はいくつかのフィッシュボウルを設置するこ

ともできる。
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合意による意思決定を使うべきではない場合

グループ意識が存在しない時

グループとしての思考プロセスはグループが十分に

まとまっていて共有する姿勢と認識を生み出せる状

態でなければ効率良く進まない。グループ内に深い

分裂があったり、メンバーがグループとしての絆よ

り個人の欲求に重点を置くような場合、合意を行使

しようとしても、失敗に終わってしまう。

良い選択肢がない場合

合意のプロセスはグループが問題の最良の解決策を

みつける手助けとなるものであるが、最悪の選択肢

から二者択一で選ぶのは有効な方法ではない。最悪

の選択にメンバーが同意するはずがない。もし、グ

ループが銃で撃たれるか、首を吊るかの選択を迫ら

れたら、コインを投げることだ。

グループが決定に行き詰まったら、しばし立ち止り、

このように問いかけてから、よく考えよう。

・耐えがたい状況にあるから立ち往生しているの

か？

・選択というのは幻想であって現実では　　ないの

か？

・この茶番劇に参加しないことが私たちが最も権限

を示せる行為かもしれないのではないか？

緊急事態

緊急の場合、迅速で即座の行動が必要な時、一時的

にリーダーを指名することが最も賢明な行動方針と

いえる。

問題がとるに足らない時

ランチの時間を 40 分にするか１時間にするかを合

意によって決めるために、30 分も費やしているグル

ープを知っている。合意は思考のプロセスであると

いうことを念頭に置いておくこと。何も考える必要

のない時にはコインを投げて決めるのが良い

十分な情報がない時

丘を歩いていて道に迷って誰も帰り道がわからない

時、帰り道を合意によって見つけることはできない。

偵察をだして、このように問いかける。

この問題を解決するのに必要な情報を私たちは持っ

ているか？

その情報を獲得できるのか？

　スターホークの真実さもなくば挑戦　より

拒否／妨害の代替手段

十分に議論が尽くされまとめられた提案を拒否した

り、妨害したりするのは重大な行為である。つまら

ない好みや利己的な衝動に基づくのではなく、倫理、

事実、しかるべき結果、的を得た強い感情に起因す

る道義的論拠に基づいてよく考えてから行うべきで

ある。意思決定プロセスが何度も繰り返され、さま

ざまな意見が取り入れられ、修正が加えられても依

然として提案されたことに賛同できないなら、グル

ープのプロセスを停滞させない反対の仕方を考慮す

るのが良いだろう。

サポートしない。これが必要だと私は思わない

が一緒に行動する。

保留（希望すれば議事録に記録される）。これは

間違っていると思うけれど我慢できる。

傍観する。私にはできないが他の人がそうする

ことを止めはしない。

グループから抜ける。
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合意による意思決定プロセス

　　　　　　　　多種多様な提案が発生する 　　

　　　　　　　　（例：ブレーンストーミング） 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに提案が必要か？

　　　　　　　　質問の明確化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組み合わせあるいは変形？

議　論

　　　　　　　　議論と分析：

　　　　　　　削除できる提案はあるか？

　　　　　　　どの選択が好ましいか？ 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　提案の発表

~~~~~~ または提案の選択 ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

　　　　　　議論:　賛否.　　　　　　　　　　　　　　　新しい提案

　　　　　全員の意見と構想を聞く 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イエス

　　　　　重大な異議　？　　　　　　　　　　　　　　　議論

明確化

　　　　同意に向けての評価､分析

　　　　少数派の異議：

　　　「友好的な修正」

　　　　　　議論

　　　　　　合意に向けてのチェック

フィラデルフィア・ライフセンターの研究とリビングレボリューションのための資料マニュアル(Resource

manual for a Living Revolution)（クーヴァー（Coover）、ディーコン(Deacon)、エッサー（Esser）、ムー

ア(Moore)共著）に基づくワークショップより。

アフィ二ティ・グループ内で合意によって決定され

る議題には次のようなものがある。

どのような核兵器廃絶活動をどのように行うの

か？

各自の役割は？誰がアフィ二ティ・グループの代

表になるのか？

グループの名称、グループとしてのコミットメン

ト（本章 2.6.6）は？

いつ、どのようにフォローアップ･アクションをす

るのか？

2.6.4  小規模グループのためのツール
ゲーム、小休憩、おいしい食べ物などはグループ活

動にとってどんな時にも役に立つツールである！

アジェンダ：事前にアジェンダを用意して配布し

ておくとよい。そうすれば出席者は自分の発表の

準備をしたり、意見をまとめておくことができる。

重要な議題をすべて消化できるように議題には優

先順位をつけ各セッションの時間を決めておくべ

きである。深刻な話題から軽い話題へ、長いもの

から短いものへ、実際的なものから理論的なもの

へと問題を移すことによって進行のペースとムー

ドに変化をつけることが大切である。議題と議題

の間には、「超過調整時間」を見ておくと良い。

かなり時間を超過している時は、ファシリテータ

ーが交渉して最良の進行方法を見出す必要がある

だろう。以下のツールは積極的な参加を促すため
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のものである。

プレゼンテーション：メンバーの一人がある特

別なテーマについて紹介する文章を準備し、それ

をグループに対して発表するとよい。このメンバ

ーは最終的に要約をしてみることもできるし、グ

ループがそのテーマに関して行うべき提案や決定

を明確に述べられるよう補佐することもできる。

アジェンダのそれぞれの議題を別々のメンバーが

発表することは責任の分担になるので良い方法で

ある。

ブレーンストーミング：ある特定の主題につい

て、5 分から 10 分という非常に短い時間で独創的

で創造力に富んだアイデアがたくさん出てくるツ

ールである。全員が選ばれた主題について具体的

な提案をするように求められるが、できるだけ簡

潔で細部に言及しすぎないことが大切である。意

見は大きな１枚の紙に記録される。全員がアイデ

アを出しきったら、最後にグループ全体で読み返

し詳細について議論する。ブレーンストーミング

のルールは以下の通りである。

・ブレーンストーミングの間は他人の意見に対し

てコメントしてはいけないし、書記による検閲も

ない。

・人の創造力を引き出し、短い時間で多くのアイ

デアを出させるという発想である。

・悪いアイデアでも他の人の良いアイデアを誘発

することもある。

・優れたアイデアは後でいろいろな方法で活用で

きる。

・ゴー･ラウンド：特定のテーマについて各自が順

番に意見を述べる方法。発言したくなければパス

をして次の人にまわす。この方法の変形としては

フィーリング・ゴーラウンドがあり、各自がどう

感じているかを述べる。

トーキング･スティック：棒や羽根、あるいは何

か他の者でもよいが話しをする人がそれを持ち、

話している人がそれを持っている間は誰も中断さ

せてはならない。話し終わったら、それを中央の

場所に戻し、次ぎに発言したい人がそれを持つ。

ペア・ワーク：2 人 1 組で話し合ってから全員一

緒に集まり、話し合った内容を要約する。

朗読：三つ以上のセンテンスの場合はコピーを用

意する。

フリー・ディスカッション：うまくいけば、全

員がかなり公平に意見を述べて、参加できる機会

を得る。

ビデオ：議論を刺激したり、情報を共有させる手

段として有効である。
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評価：ファシリテーターにフィードバックするた

めに必要である。また評価はグループ内のデモク

ラシーを育て継続的に改善して行くための方法で

もある。評価にはいろいろなツールを使用できる。

ミーティングやセッションについて、良い点と悪

い点を一つずつ言わせたり、改善策を尋ねるとい

うゴー・ラウンドも方法の一つである。

ロールプレイ：数名がある特定の場面を演じる。

類似した場面、状況に遭遇したときに備えて、あ

るいは過去に経験した状況を評価するために役割

を演じる（たとえばある活動に対する警察の暴力、

レーザーワイヤーをくぐって進む様子、放たれた

警察犬、逮捕後に治安警察に査問されている場面）。

非常に具体的で詳細なシナリオと役割を作ること

が重要である。参加者には役に入るための準備時

間を少し与えて、ロールプレイをどれぐらいの時

間行うかを教える。ロールプレイを終えた後や、

他の人に交代するために中断する時には、役から

抜け出るための時間が必要である。その間に自分

が演じた役に別れを告げたり、グループの人に自

分の本名を名乗って自己紹介することもあるだろ

う。同じシナリオでさまざまなリアクションを演

じてみることもできる。そして「俳優」と「観客」

を含めた全員がロールプレイについて議論し、感

じ、考えたことを話し合い、反省する。ロールプ

レイの後の議論には少なくともロールプレイその

ものの倍以上の十分な時間をかけるべきである。

ストレスを与えるような場面のロールプレイには

注意が必要である。我を忘れて激しい感情が表面

に現れることがある。このパワフルなテクニック

を使おうと考えている人は、本章の最後に挙げて

ある参考資料によく目を通してロールプレイにつ

いての助言を得ること。

2.6.5 アフィ二ティ・グループのアウト
ライン・プログラム
私たちは、何ができるかということについて、信念

を束縛している自身の従順さに挑戦しているわけだ

から非暴力行動をとるのは、難しいことかもしれな

い。お互いを良く知る。どのようにして活動に関わ

るようになったのか、ここに至るまでのステップ、

希望や恐怖、最良と最悪のシナリオのことなどを語

り合う。グループの中で信頼と友情を築く。行動す

ること、逮捕されるかもしれないこと、禁止命令を

受けること、メディアのスポットライトを浴びるこ

となどの懸念や心配について議論する。さらに活動

がパワフルになった時に伴う責任に、どのように対

処するかを話し合う。できるところから実際的な準

備を始める。各自が貢献すべき時間を確定する。自

分が貢献できることについては現実的に正直に申し

出る。そうすればグループは必要ならさらに人を募

ることができる。程度の差はあるが、行動の前、最

中、そして終わってからとかなりの献身を要求され

ることを認識しておくこと。

各アフィ二ティ・グループは独自の学習と準備プラ

ンを綿密にたてるだろうが、準備段階で以下のよう

なテーマを組み入れると良いだろう：

ビデオとハンドブックを利用しての作業

互いを良く知り、グループを確立する：

経歴や個人的バックグラウンドを共有する。

アフィ二ティ・グループに名前をつける。

グループが特に焦点を合わせていることや特別な

役割を決める。

各メンバーの長期的な活動の可能性を探る。

各自の関与の限界を探る。

コミットメントに関するグループとしての誓約と

数年間にわたる活動を、どのように維持するかを

決める。

刑務所についての恐怖を調べ、対処するための戦

略を練る。

逮捕と投獄の経験を共有する。

ロールプレイの可能性。

グループの核兵器廃絶活動計画を立てる：

参加したい活動と、参加したくない活動を決める。

いつ、どこで、どのような活動をするかを決める。

グループが一斉に活動するのか、それとも小グル

ープに分かれて活動するのかを決める。

道具が必要な活動には、その準備をしておく。

さまざまな活動の場面をシナリオにして、ロール

プレイをする。

法律についてのブリーフィングを通して作業をす

すめる。

実際的側面：

コア・グループと連絡をとる担当者を選び、その

メンバーが代表者会議でグループを代表する。

「グループの力をつける」２日間の非暴力と安全

のためのワークショップに申し込み、準備を整え

る。

ファシリテーターやコア・グループに対してさら
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に助けやサポートを要請すべきかどうかを決める。

サポーターとして活動してくれる人を地域でさが

す。

資金集め。

グループの電子メールによる連絡とディスカッシ

ョン・フォーラムに従事できる担当者を決める。

無料で法的な助言を与えてくれる地域の事務弁護

士をみつける。

法的支援グループと連絡をとり、法的な最新情報

を得る。

実践：

国家元首に手紙を書く。

地区の国会議員にロビー活動をして、交渉と対話

をする。

グループの活動を説明するために、地域のプレス

に働きかける。

核兵器廃絶活動を数多く実行する。

2.6.6. アフィ二ティ・グループのコミ
ットメント
理想としては各ＴＰ誓約者が：

ファスレーン(Faslane)/クールポート(Coulport)

あるいはオルダーマストン(Aldermaston)で開催

される３ヶ月に一度の公開の核兵器廃絶集会に出

席し、継続的に行動する。

最大限の損害を与える核兵器廃絶活動をファスレ

ーンあるいはクールポートで非公開に実行する；

その他のトライデント関連施設で非公開および公

開の核兵器廃絶活動を実行する。

しかしながら、これは大部分の人には過酷な要求で

あると思っているので安心して欲しい！それでも自

分のコミットメントを現実的に査定してコア・グル

ープに伝えて欲しい。そうすればコア・グループは

現実に起こっていることを把握して助言を与えるこ

ともできるしメディアとの対応や緊急時の対策を練

ることもできるだろう。
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を投じるまでには、ためらいもするし、引き返そうと思うこと

る。出来る訳がないという思いにも常にとらわれる。だがどん

為の第一歩にも確実に言えることがある。決意を持って身を投

ば神の摂理も働くのだ。それを無視すれば無数のアイデアと優

プランを殺してしまう。出来ること、夢見ることが何であろう

始めるのだ。大胆さにはおのずから天賦の才と魔術が宿ってい

さあ、今すぐに始めるのだ。」

ゲーテ


